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研究に関するﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ上の情報公開文書 

 

研究課題名:低悪性度膵腫瘍に対する臓器温存術式の有用性についての検討 

 

１． 研究の対象 

 2013 年 1 月 1 日から 2017 年 12 月 31 日までに札幌医科大学付属病院､お

よび日本膵切研究会施設会員において臓器温存膵切除術を施行した患者さ

ん｡ 

 

2.研究目的･方法･研究期間 

  研究目的: 

   低悪性度膵腫瘍に対する､臓器温存膵切除術の短期･長期成績と術後膵内･外

分泌機能に与える影響について明らかにする 

  研究方法: 

① 研究対象者は､日本膵切研究会施設会員から募った研究参加施設で､2013

年 1 月 1 日〜2017 年 12 月 31 日の期間に施行された臓器温存膵切除手術

を受けられた患者さんを対象とします｡ 

② 本研究で､研究対象者に新たな採血･画像などの追加検査は施行致しませ

ん｡ 

③ 本研究は､多施設共同の後方視研究であり､匿名化の処理を行った研究対

象者のﾃﾞｰﾀを収集し解析を行います｡ 

④ 本研究では､①で登録された研究対象者の電子ｶﾙﾃ内にあるﾃﾞｰﾀを集積し

ます｡ 

  研究期間: 病院長承認日〜2019年 12月 31日  

 予定症例数；当院 20症例（全体 1000症例） 

 

3.研究に用いる試料･情報の種類 

① 年齢､性別､身長､体重､疾患名､術式､手術時間､出血量､輸血の有無､入院期

間､術後合併症 

② 採血所見(白血球数､総蛋白値､ｱﾙﾌﾞﾐﾝ値､CRP 値､ﾄﾞﾚｰﾝｱﾐﾗｰｾﾞ値､ｺﾘﾝｴｽﾃﾗｰ

ｾﾞ値､総ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ値､HbA1C値､CEA値､CA19-9値) 

③ 画像所見(US､CT､MRI､EUS､ERCP) 

④ 病理検査結果(術前､または手術にて得られた病理所見) 

⑤ 術前･術後化学療法の施行状況 

⑥ 再発日･部位 

⑦ 予後調査結果 

 

4.外部への試料･情報の提供  

本研究は､藤田医科大学ばんたね病院外科教室を総括施設とした日本膵切
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研究会の多施設共同臨床試験であり､他施設･機関に対する試料･情報の提供

は行わない｡ 

共同研究機関は､同施設･機関内での倫理委員会での承認のもと､研究対処

者の試料･情報を同施設･機関内での規定に則り､匿名化の上､ﾃﾞｰﾀのみを当施

設に提供してもらう｡ 

 

5.研究組織 

 研究責任者・代表者: 

藤田医科大学 ばんたね病院 消化器外科 教授 堀口明彦 

 当院の研究組織； 

研究責任者；消化器・総合、乳腺・内分泌外科 准教授 木村康利 

研究分担者；消化器・総合、乳腺・内分泌外科 助教 今村将史 

消化器・総合、乳腺・内分泌外科 助教 永山 稔 

消化器・総合、乳腺・内分泌外科 診療医 村上武志 

消化器・総合、乳腺・内分泌外科 助教 山口洋志 

 共同研究機関: 日本膵切研究会施設会員 

 既存試料･情報の提供のみを行う機関:多施設･機関に試料･情報の提供は

ありません｡ 

 

6.除外の申出･お問い合わせ先 

試料･情報が本研究に用いられることについて研究の対象となる方もしくは

その代諾者の方にご了承いただけない場合には､研究対象から除外させていた

だきます｡下記の連絡先までお申し出ください｡その場合でも､お申し出により､

研究の対象となる方その他に不利益が生じることはありません｡ 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さ

い｡また､ご希望があれば､他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支

障がない範囲内で､研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお

申出下さい｡ 

連絡先: 

藤田医科大学 ばんたね病院 消化器外科 

担当者:浅野之夫 

愛知県名古屋市中川区尾頭橋 3−6−10 

電話 052-323-5680 

e-mail: tansui9246@fujita-hu.ac.jp 

当院連絡先: 

札幌医科大学 消化器・総合、乳腺・内分泌外科 

氏名:木村康利 

電話 011-611-2111 内線 32810(平日 8:45-17:30) 

   内線 32910(上記以外) 五階南病棟 
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